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昭和53年に産声を上げた本市の女子サッカーチーム。その
11年後には、県内初の中学校の女子サッカーチームも誕生。
本市の女子サッカーの原点を知る２人に話を聞いた。

サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
・
藤
枝
に

女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が

な
い
の
は
お
か
し
い
」
そ
の
一
言

か
ら
、
藤
枝
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
の

歴
史
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
忘

れ
も
し
な
い
昭
和
53
年
３
月
。
婦

人
体
操
教
室
の
指
導
者
を
し
て
い

た
中
村
玲
子
さ
ん
の
一
言
で
し
た
。

そ
の
後
、
婦
人
体
操
教
室
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
名
も
、

藤
枝
姉
妹
Ｆ
Ｃ
。

メ
ン
バ
ー
は
集
ま
っ
た
も
の

の
、
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
こ

と
も
な
い
素
人
集
団
。
ま
ず
は
、

指
導
者
探
し
と
練
習
場
所
の
確
保

か
ら
始
め
ま
し
た
。
指
導
者
は
、

サ
ッ
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
経
営
し
て

い
る
か
ら
指
導
も
で
き
る
は
ず
と
、

碓
井
善ぜ

ん

治じ

さ
ん
に
依
頼
。
練
習
場

所
は
、
人
づ
て
に
瀬
戸
川
河
川
敷

（
志
太
）
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
借
り

昭
和
63
年
の
高
洲
中
学
校
で

の
こ
と
で
す
。
２
年
生
の

女
子
生
徒
た
ち
５
人
が
、
毎
日
の

よ
う
に
職
員
室
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
理
由
は
「
ど
う
し
て
も
、

サ
ッ
カ
ー
が
や
り
た
い
で
す
。
女

子
サ
ッ
カ
ー
部
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
の
お
願
い
の
た
め
で
し

た
。
彼
女
た
ち
が
職
員
室
に
来
て

か
ら
半
年
が
た
っ
た
平
成
元
年
４

月
。
体
育
の
教
師
を
し
て
い
た
大

石 

弘
校
長
先
生
が
赴
任
し
て
き

ま
し
た
。
彼
女
た
ち
の
熱
意
に
打

た
れ
た
私
は
、
５
人
と
一
緒
に
大

石
校
長
の
と
こ
ろ
に
、
直
接
お
願

い
に
行
き
ま
し
た
。
す
る
と
大
石

校
長
の
返
事
は
、
創
部
Ｏ
Ｋ
。
そ

の
場
で
当
時
、
男
子
サ
ッ
カ
ー
部

の
顧
問
を
し
て
い
た
私
が
監
督
に

指
名
さ
れ
ま
し
た
。

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
員
を
募
集

す
る
と
25
人
も
集
ま
り
ま

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

週
１
～
２
回
の
練
習
を
続
け
、

３
カ
月
。
初
め
て
の
対
外

試
合
を
行
い
ま
し
た
。
相
手
は
、

稲
葉
小
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
４
年
生
。
子
ど
も
相

手
だ
か
ら
楽
勝
と
臨
ん
だ
試
合
は
、

「
０
対
７
」
の
大
敗
。
小
学
生
に

負
け
た
こ
と
が
悔
し
く
て
、
そ
の

後
の
練
習
に
熱
が
入
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
当
時
は
、
県
内

に
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
少
な

く
、
対
戦
相
手
を
探
す
の
に
苦
労

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市
内
の

父
親
サ
ッ
カ
ー
の
リ
ー
グ
戦
に
参

加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
は
、
見
る
よ
り
も

や
る
ほ
う
が
楽
し
い
。
当

時
の
参
加
者
全
員
の
気
持
ち
で
す
。

市
内
の
女
の
子
に
は
、
ぜ
ひ
、
一

度
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

し
た
。
県
内
初
の
中
学
生
の
女
子

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
い
う
こ
と
で
、

当
時
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
に

も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

思
い
は
強
か
っ
た
も
の
の
、

実
際
に
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

を
蹴
る
の
は
、
初
め
て
の
子
ば
か

り
。
練
習
を
重
ね
て
創
部
か
ら
４

カ
月
後
の
８
月
に
、
よ
う
や
く
初

め
て
対
外
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
は
、
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
相

手
は
藤
枝
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

の
50
歳
以
上
の
お
じ
さ
ん
チ
ー
ム

で
し
た
。
し
か
し
、
結
果
は
大
敗
。

手
も
足
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
４
年
間
、
女
子
サ
ッ

カ
ー
部
を
指
導
し
、
毎
日

が
楽
し
く
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

20
年
以
上
経
過
し
た
今
で
も
、
高

洲
中
学
校
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
の

活
動
が
続
い
て
い
る
の
は
う
れ
し

い
で
す
ね
。

特集 もう一つのサッカー物語
～サッカーのまちのなでしこ～

原点原点Starting pointStarting point

き
っ
か
け
は

５
人
の
生
徒
の
熱
意

一
言
か
ら
生
ま
れ
た

女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

高
洲
中
学
校
・
初
代
監
督

藤
枝
姉
妹
Ｆ
Ｃ
・
創
設
メ
ン
バ
ー

石上 瞬二さん
（高柳四）

杉山雅子さん
（高洲）

特集

もう一つのサッカー物語 
～サッカーのまちのなでしこ～

本年６月から７月にかけてドイツで開催されたＦＩＦＡ女子 
ワールドカップ。サッカー日本女子代表チーム・なでしこ
ジャパンは、戦前の予想を覆し、初優勝。日本中に勇気と
感動を与えてくれました。本市では、サッカーのまち藤枝
ドリームプランを作成し、サッカーを核としたまちづくり
を進めています。今号では、これまで語られることが少な
かった、本市のなでしこたちに光を当てました。

問スポーツ振興課　☎643･3111　内線774

▲平成２年４月に出場した大会での集合写真

ⓒJ.LEAGUE  PHOTOS

▼平成元年８
月29日　静岡

新聞掲載
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男女を問わず、海外で活躍する日本のサッカー選手が増えて
きた。サッカー選手としての夢を語るとき見据えるのは世界。
指導者もまた、その教え子たちの夢を全力でサポートする。

亜
渡辺

紀 は
川

なる
島

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
女

の
子
が
サ
ッ
カ
ー
を
や
り

た
い
と
思
っ
て
も
加
入
で
き
る

チ
ー
ム
も
な
け
れ
ば
、
サ
ッ
カ
ー

部
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の

場
合
も
例
外
で
は
な
く
、
小
学
生

の
時
に
は
、
女
の
子
と
い
う
理
由

で
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
に
入
る
こ
と

す
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
中

学
生
の
時
は
、
入
学
し
た
学
校

に
、
神
奈
川
県
で
は
珍
し
く
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
が
あ
り
、
運
よ
く

サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
神
奈
川
県
の
高

と
い
う
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島

の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
自
分
の
実
力

を
試
し
た
い
と
思
い
、
家
族
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、「
自
分
が
や
り

た
い
道
を
進
め
ば
い
い
」
と
背
中

を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。
運
よ
く

試
験
に
合
格
し
、
小
学
校
卒
業
と

同
時
に
藤
枝
を
離
れ
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ

デ
ミ
ー
福
島
に
留
学
し
ま
し
た
。

私
の
一
番
の
特
長
は
、
90
分

間
を
走
り
き
れ
る
体
力
。

フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
時

か
ら
、
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
全
力
で
走
っ
て
い
ま
す
。
こ

校
に
は
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が

な
く
、
小
学
校
同
様
、
サ
ッ

カ
ー
を
や
り
た
く
て
も
、
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
は
、
サ
ッ
カ
ー
を

や
り
た
い
女
性
す
べ
て
が
経

験
し
て
き
た
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
当
然
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
で
、
現
在
活
躍
す
る
メ
ン
バ
ー

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
藤
枝
順

心
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
指

導
者
と
し
て
神
奈
川
か
ら
や
っ
て

き
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
を
や
り
た

い
女
の
子
な
ら
誰
で
も
サ
ッ
カ
ー

が
で
き
る
環
境
を
維
持
し
て
い
く

世
界
に
通
用
す
る
女
子
サ
ッ
カ
ー

選
手
を
育
て
た
い
。
熱
い
思
い
を

胸
に
神
奈
川
県
か
ら
藤
枝
市
に
来

た
渡
辺
亜
紀
さ
ん
。
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
女
子
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
辞
め
、
藤
枝
を
選
ん
だ
渡

辺
さ
ん
に
思
い
を
聞
い
た
。

19
歳
以
下
（
Ｕ

－

19
）
の
日
本
女

子
代
表
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
活

躍
す
る
藤
枝
市
生
ま
れ
の
川
島
は

る
な
さ
ん
。
優
れ
た
サ
ッ
カ
ー
選

手
が
集
ま
る
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー

福
島
の
一
期
生
と
し
て
中
学
か
ら

福
島
へ
留
学
。
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
に
最
も
近
い
選
手
の
一
人
で
あ

る
。
彼
女
の
夢
に
つ
い
て
聞
い
た
。

れ
ま
で
の
外
国
チ
ー
ム
と
の
対
戦

の
中
で
、
速
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

受
け
て
も
、
私
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と

一
瞬
の
速
さ
は
、
十
分
通
用
し
ま

し
た
。今
後
の
課
題
は
、テ
ク
ニ
ッ

ク
を
生
か
す
判
断
力
と
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
の
精
度
を
上
げ
る
こ
と
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

世
界
で
活
躍
す
る
選
手
に
な

れ
ば
、「
な
で
し
こ
ジ
ャ

パ
ン
」
招
集
と
い
う
結
果
は
、
あ

と
か
ら
つ
い
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
常
に
「
世
界
」
と
い

う
舞
台
を
意
識
し
て
一
生
懸
命
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
と
が
私
の
使
命
で
あ
り
、
責
任

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
女
の
子
に
、
サ
ッ
カ
ー
の

楽
し
さ
を
伝
え
た
い
。
こ
れ
が
私

の
一
番
の
夢
で
す
。
そ
し
て
、
で

き
る
こ
と
な
ら
、
藤
枝
か
ら
世
界

に
通
用
す
る
選
手
を
育
て
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
県
外
か
ら
藤
枝

順
心
高
校
を
選
ん
で
来
て
く
れ
る

選
手
た
ち
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
藤
枝
の
名

を
背
負
っ
て
戦
う
子
が
増
え
れ
ば
、

も
っ
と
地
元
が
盛
り
上
が
り
、
協

力
も
得
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
日
本
代
表
で
キ
ャ
プ
テ

ン
を
務
め
る
長
谷
部 

誠
選
手
の

よ
う
に
地
元
か
ら
愛
さ
れ
、
応
援

世
界
で
活
躍
す
る
選
手
に
な

る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。

世
界
を
意
識
し
て
練
習
し
て
き
た

私
に
と
っ
て
一
昨
年
、
17
歳
以
下

（
Ｕ

－

17
）の
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
出
場
し
、
ス
ペ
イ
ン
や
韓
国

の
チ
ー
ム
な
ど
と
対
戦
し
た
の
は

素
晴
ら
し
い
経
験
で
し
た
。
し
か

も
、
そ
の
大
会
で
準
優
勝
。
夢
に

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
女
子
選
手

を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
を
す
る
の
に
藤
枝

は
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い

環
境
が
整
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

全
国
大
会
に
出
場
す
る
と
、
女
子

で
も
メ
デ
ィ
ア
に
大
き
く
取
り
上

げ
て
も
ら
え
る
し
、
サ
ッ
カ
ー
に

携
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
地
元
の
人

に
親
し
く
声
を
掛
け
て
も
ら
え
ま

す
。
こ
れ
は
、
藤
枝
以
外
で
は
経

験
で
き
ま
せ
ん
。
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ん
が
、
本
当
に
サ
ッ
カ
ー

を
愛
し
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

一
歩
近
づ
い
た
よ
う
で
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
一
方
で
、
外
国
選

手
の
体
の
強
さ
を
肌
で
感
じ
、
課

題
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
よ
り
高

い
レ
ベ
ル
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す

る
た
め
に
何
が
必
要
か
を
教
え
ら

れ
た
気
が
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
蹴
り
始

め
た
の
は
、
小
学
校
４
年

生
の
こ
ろ
。
兄
も
弟
も
サ
ッ
カ
ー

少
年
団
に
加
入
し
て
い
て
、
よ
く

テ
レ
ビ
で
外
国
選
手
の
プ
レ
ー
を

見
て
い
ま
し
た
。
一
緒
に
ボ
ー
ル

を
蹴
っ
て
み
る
と
楽
し
か
っ
た
の

で
、
高
洲
小
学
校
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
団
し
ま
し
た
。

小
学
校
６
年
生
の
と
き
、
選
抜
さ

れ
た
藤
枝
ト
レ
セ
ン
で
、
日
本

サ
ッ
カ
ー
協
会
が
新
し
く
始
め
る

【プロフィール】　神奈川県出身・藤枝順心ＳＣ代表
横須賀シーガルズで、なでしこジャパンの大野選手や近賀選手と
ともにプレー。平成13年から、日本サッカー協会の女子インス
トラクター。平成16年から、藤枝順心ＳＣの代表を務める。

【プロフィール】　　藤枝市出身・高校3年生
小学校４年生でサッカーを始め、中学に入学すると同時に藤枝を
離れＪＦＡアカデミー福島に入る。その後、各年代のサッカー日
本女子代表チームに選出され、世界を相手に活躍中。

挑戦挑戦ChallengeChallenge

サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
藤
枝
で

世
界
に
通
用
す
る
選
手
を
育
て
る

サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
が
生
ん
だ

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
に
最
も
近
い
選
手

特集 もう一つのサッカー物語
～サッカーのまちのなでしこ～
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市内では、現在、６つの女子サッカーチームが活動している。
年代も、形態も異なるが、その思いは一つ。サッカーが好き、
そして、一緒にプレーする仲間が好き。

女子中学生のサッカー育成環境
を整えることを目的に平成８年、
藤枝ＦＣアミーガを創設しました。
平成12年に県リーグに昇格。平成
18年に４位という結果を残してい
ます。県リーグに昇格してから
13年間降格することなく、県リー
グをキープしている競技志向の強
いチームです。このチームからは、
なでしこリーグで活躍する選手も
数多く輩出しています。
高いレベルでサッカーをしたい
という人たちが、市外からも集
まってきています。現在は、年代
も小学生から社会人までと、さま
ざまですが、上の年代が下の年代
の面倒を見るなどの良さがありま
す。週２回のナイター練習のほか、
土曜日の昼間に練習をしています。
今後の目標は、一人でも多く小
学生から社会人までサッカーを続
けていける環境を作ることと、県
リーグから降格しないことです。

藤枝西高校女子サッカー部は、
平成５年12月に同好会として発足。
平成６年に、インターハイ県ベス
ト８、新人戦県ベスト８などの
好成績を残し、その翌年、正式に
女子サッカー部としての活動を開
始しました。その後も、平成11年
に、全国大会で３位になるなど活
躍。平成18年にも全国大会に出場
しました。
しかし、残念ながら現在は、公
式戦で１勝することが目標のチー
ムです。中学校などでサッカーを
経験した子は３人だけ。でも、高
校でサッカーを始めた子も、一生
懸命練習をして、日々、技術を身
につけています。もちろん、練習
をサボる子は一人もいません。選
手全員がサッカーが大好きで、ひ
たむきに練習に励んでいます。練
習試合では、全員がサッカー経験
者というチームに勝つなど、少し
ずつレベルアップしています。

高洲中学校女子サッカー部は、
平成元年に創部しました。現在の
メンバーは16人。中学校に入学し
てからサッカーボールを蹴った子
がほとんどの素人集団です。練習
は週４日で１日45分という限られ
た時間で行っています。練習内容
は、基礎練習が中心です。
スポーツなので、勝つことはも
ちろん大切ですが、サッカーの集
団スポーツとしての良さを学んで
ほしいと思っています。
志太榛原地区の中学校で、女子
サッカー部があるのは本校を含め
３校のみです。そのため、同年代
のチームと練習試合をすることが
なかなかできません。今は、社会
人チームにお願いして練習試合を
行っているのが現状です。日本代
表の女子ワールドカップ優勝を機
に、女子サッカーが盛り上がって
います。中学生のチームがたくさ
んできることを期待しています。

藤枝順心高校サッカー部は、教
職員サッカー大会で藤枝順心高校
が優勝したのをきっかけに、平成
６年に創部しました。
平成18年には、第15回全日本高
校女子サッカー選手権大会で優
勝。また、平成22年には、第14回
全日本ユース（U－18）サッカー
選手権大会で準優勝するなど、こ
こ数年間は、全国レベルで活躍す
るチームになっています。おかげ
で、全国各地から「藤枝順心高校
でサッカーをしたい」という生徒
たちが集まってきています。
練習は、週５～６日。週末には、
県内にとどまらず、県外へも遠征
して、強豪チームとの練習試合を
行い、チームのレベルアップを
図っています。
今後は、全国レベルのサッカー
チームとして、すべての面で他の
チームの見本となるような活動を
して行きたいと考えています。

藤枝順心サッカークラブは、平
成16年10月にサッカースクールと
して発足。平成17年に、ジュニア
ユースチーム、平成20年にジュニ
アチームを創設しました。
藤枝順心サッカークラブでは、
幼児・小学生・中学生といった各
カテゴリー間の交流と一貫指導に
より、年長児から中学生までを対
象に活動を行っています。サッ
カークラブのトレーニングサポー
トは、先輩にあたる藤枝順心高校
の高校生たちが行ったり、中学生
が小学生の試合の審判を行ったり
しています。藤枝順心高校の全
国大会での活躍を見聞きして、そ
れに憧れ、次世代を担う子たちが、
より高い目標を持って参加してい
ます。中学生たちも小学生がいる
ことで、見本になれるように努力
しています。最近は卒業生が指導
者として関わるなど、クラブとし
ての継続性が見えてきました。

藤枝姉妹ＦＣは、昭和53年３月
に誕生した藤枝女子サッカーチー
ムの草分けです。これまで、指導
者とチーム運営に携わる人たちに
恵まれたおかげで、34年という長
きにわたり、チームとして、活動
を続けることができました。
現在のメンバーは、高校生から
58歳までの17人。志太榛原地域の
チームで組織する中西部リーグに
所属しています。
練習は週２回。市内の小学校の
グラウンドなどを借りて行ってい
ます。普段は、働いている人が多
いため、なかなかメンバー全員が
そろって練習することができませ
ん。しかし、本当にサッカーが大
好きなメンバーが集っているので、
練習も試合も、一生懸命やってい
ます。
今後は、生涯スポーツとして
サッカーを楽しむことと同時に、
中西部リーグ優勝が目標です。

代表

大塚清子さん

代表

飯田朱美さん

監督

多々良和之さん

コーチ

八木美郷さん

顧問

鈴木洋平さん

藤枝ＦＣアミーガ 藤枝姉妹ＦＣ藤枝順心高校藤枝順心ＳＣ 高洲中学校藤枝西高校

顧問

中野達昭さん

仲間仲間FriendsFriends

特集 もう一つのサッカー物語
～サッカーのまちのなでしこ～
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藤枝の文化の一つともいえるサッカー。本市ではサッカー
を核としたまちづくりに取り組んでいる。「する」「みる」「支
える」など６つの目標を掲げ、今後も環境づくりに努める。

未来未来FutureFuture

特集 もう一つのサッカー物語
～サッカーのまちのなでしこ～

小
学
生
の
時
は
、
男
の
子
に
混

じ
っ
て
少
年
団
で
サ
ッ
カ
ー
を
し

て
い
ま
し
た
。
中
学
校
１
年
生
に

な
り
、
藤
枝
Ｆ
Ｃ
ア
ミ
ー
ガ
に
入

団
。
社
会
人
と
一
緒
に
練
習
す
る

の
で
、
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
。

で
も
、
み
ん
な
優
し
く
接
し
て
く

れ
安
心
し
ま
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム

は
、
レ
ベ
ル
が
高
い
の
で
い
つ
も

刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
練
習
に
励
み
、
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
の
選
手
み
た
い
に
、
う

ま
く
な
り
た
い
で
す
。

私
が
藤
枝
姉
妹
Ｆ
Ｃ
に
入
っ
て
、

も
う
20
年
以
上
に
な
り
ま
す
。
本

当
は
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
が
し
た

く
て
練
習
会
場
の
学
校
に
行
っ
た

の
で
す
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
楽
し

そ
う
に
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い
る
人

た
ち
を
見
て
い
る
う
ち
に
…
。
蹴

る
の
は
難
し
そ
う
だ
け
ど
、
捕

る
こ
と
な
ら
で
き
そ
う
だ
と
思

い
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
し
て
参

加
。
今
で
も
練
習
日
が
楽
し
み
で

す
。
こ
の
チ
ー
ム
で
、生
涯
、サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

PickUp

藤枝ＦＣアミーガ・キャプテン

鈴木彩
あ や

水
み

さん

藤枝姉妹ＦＣ・ゴールキーパー

萩原澄江さん

生
涯
、
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
た
い
で
す

高
い
レ
ベ
ル
の
中
で
練
習
し
て
い
ま
す

本
市
の
サ
ッ
カ
ー
の
歴
史

は
、
大
正
13
年
に
志
太
中
学

校
（
現
・
藤
枝
東
高
校
）
の
校

技
が
サ
ッ
カ
ー
と
な
っ
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。
以
来
80
年
余
、

国
民
体
育
大
会
の
競
技
会
場
と

な
る
な
ど
数
々
の
全
国
大
会
が

こ
の
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
校
を
は
じ
め
、
中
学

校
・
小
学
校
な
ど
、
市
内
の
各

年
代
の
チ
ー
ム
が
全
国
優
勝
す

る
な
ど
、
ア
マ
チ
ュ
ア
サ
ッ

カ
ー
界
に
お
け
る
輝
か
し
い
歴

史
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
か
ら
は
、
サ
ッ
カ
ー
日

本
代
表
で
現
在
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
る
長
谷
部 

誠
選
手
を
は

じ
め
、
中
山
雅
史
選
手
・
山
田

暢
久
選
手
・
名
波 

浩
さ
ん
な

ど
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
や
数

多
く
の
名
選
手
が
育
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
活
躍
の
場
は
海
外
ま

で
広
が
り
、
人
々
に
夢
や
感
動

を
与
え
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
文
化
の
一
つ
と
い

え
る
サ
ッ
カ
ー
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平

成
21
年
に
「
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち

藤
枝
ド
リ
ー
ム
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は

平
成
25
年
ま
で
の
５
年
間
の
計

画
で
、「
歴
史
・
誇
り
・
夢
あ

ふ
れ
る
『
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
藤

枝
』」
を
基
本
理
念
に
、「
す
る
」

「
み
る
」「
支
え
る
」「
育
て
る
」

「
交
流
す
る
」「
発
信
す
る
」
の

６
つ
を
目
標
に
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
、
女
子
や
シ
ニ
ア
世
代
の

活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
誰
も
が
サ
ッ
カ
ー
に
親

し
め
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
全
国

大
会
の
誘
致
を
は
じ
め
、
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
試
合
の
誘
致
・
開

催
、
富
士
山
静
岡
空
港
を
活
用

し
た
交
流
、
健
康
づ
く
り
な
ど
、

サ
ッ
カ
ー
競
技
者
だ
け
で
は
な

く
、
優
れ
た
人
材
・
組
織
・
施

設
と
い
っ
た
財
産
を
い
生
か
し
、

広
く
み
な
さ
ん
が
関
わ
れ
る
施

策
を
展
開
し
、
さ
ら
な
る
サ
ッ

カ
ー
文
化
の
醸
成
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

スポーツ振興課長

佐藤滋
しげ

房
ふさ

サッカーを核としたまちづくりに取り組んでいます

も
う
一
つ
の
サ
ッ
カ
ー
物
語
。

藤
枝
に
女
子
サ
ッ
カ
ー
が
誕
生
し
て
、

今
年
で
34
年
。

サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
藤
枝
で
は
、

女
性
も
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
き
た
。

こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
…
。
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藤枝市文化マスタープラン～藤枝市文化振興基本計画～

「文化の力でふじえだを　元気に！」

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
文
化
活
動
は
、
人
の
創
造
力
を

育
み
、
そ
の
表
現
力
を
高
め
ま
す
。

年
齢
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
よ
り
、

文
化
へ
の
関
心
や
関
わ
り
方
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
心
の
つ
な
が
り

を
深
め
、
安
ら
ぎ
を
与
え
、
生
活

に
潤
い
を
も
た
ら
し
ま
す
。
市
で

は
、
市
民
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
趣
味
や
関
心
に
基
づ
い
て
、
伸

び
伸
び
と
文
化
活
動
を
行
え
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

芸
術
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
た

り
、
文
化
資
源
の
掘
り
起
こ
し
を

し
た
り
し
ま
す
。

　
文
化
交
流
を
進
め
、文
化
団
体
・

企
業
・
大
学
な
ど
が
連
携
・
協
働

す
る
体
制
を
築
き
、
さ
ら
な
る
文

化
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
地
域
の
歴
史
を
語
り
継
ぎ
、
文

化
財
や
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
内
容
を
知
り
、

身
近
な
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る

こ
と
が
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
市

で
は
、
伝
統
文
化
や
地
域
文
化
を

次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
本
市

の
貴
重
な
歴
史
・
文
化
を
広
く
公

開
し
ま
す
。

　
全
国
に
誇
れ
る
本
市
の
歴
史
・

文
化
を
Ｐ
Ｒ
し
、
歴
史
・
文
化
資

源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行

２
「
活
動
の
力
」

文
化
活
動
の
活
性
化

３
「
歴
史
の
力
」

歴
史･

文
化
の
継
承
と
活
用

❖
街
道
文
化
ま
つ
り

　

11
月
に
開
催
し
た
「
東
海

道
岡
部
宿
い
き
い
き
ま
つ
り
」。

こ
の
中
で
、
街
道
沿
い
の
民
家

を
使
用
し
、
な
つ
か
し
の
映
画

看
板
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど

を
展
示
す
る
「
岡
部
宿
街
道
文

化
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
宿

場
の
食
文
化
体
験
や
歴
史
体
感

ウ
ォ
ー
ク
も
実
施
し
ま
し
た
。

❖
岡
部
宿
内う

ち

野の

本ほ
ん

陣じ
ん

跡あ
と

の
整
備

❖
街
道
・
文
化
芸
術
作
品
展

❖
街
道
文
化
交
流
会
の
開
催

▲民家を借りての岡部宿街道文化展

３ 

街
道
文
化
の
発
信

　４つの重点プロジェクトで藤枝の文化の力を生かします。

い
ま
す
。
歴
史
・
文
化
の
活
用
を

図
り
、
観
光
や
産
業
な
ど
と
関
連

付
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
が
思
い
通
り

に
文
化
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
活
動
環
境

の
整
備
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

文
化
関
連
施
設
の
充
実
を
は
じ
め
、

周
辺
施
設
と
の
連
携
強
化
、
活
動

の
場
の
情
報
提
供
な
ど
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
市
で
は
、
地
域
が
誇

る
美
し
い
風
景
や
歴
史
景
観
な
ど
、

良
好
な
文
化
的
景
観
を
保
全
・
整

備
し
ま
す
。
ま
ち
に
ゆ
と
り
空
間

を
創
出
し
、
文
化
を
育
む
環
境
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。

４
「
環
境
の
力
」

文
化
を
育
む
環
境
づ
く
り

　
文
化
振
興
の
た
め
に
最
も
重
要

な
役
割
を
果
た
す
の
は
「
ひ
と
」

で
す
。
市
で
は
、
文
化
振
興
の
先

導
的
な
役
割
を
担
う
芸
術
家
や
文

化
人
を
発
掘
し
た
り
、
支
援
し
た

り
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
質
の

高
い
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
増
や

し
、
文
化
の
担
い
手
と
な
る
子
ど

も
た
ち
の
感
性
を
育
み
ま
す
。

　
併
せ
て
、
文
化
団
体
や
文
化
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
に
努
め

ま
す
。
生
涯
学
習
の
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代

が
文
化
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
持

ち
、
文
化
の
担
い
手
と
な
る
た
め

１
「
人
の
力
」

文
化
を
支
え
る
人
づ
く
り

藤枝らしさ

▲平成24年８月からリニューアル工事を行う市民会館

❖
市
民
会
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

平
成
24
年
８
月
か
ら
平
成
25

年
９
月
に
か
け
て
、
市
民
会
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
い

ま
す
。
耐
震
対
策
と
客
席
や
照

明
の
改
装
を
行
い
、
市
の
文
化

振
興
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設

と
し
ま
す
。

❖
博
物
館
・
文
学
館
な
ど
の
機
能

　
強
化

❖
他
市
の
文
化
施
設
と
の
連
携
強

　
化 ４ 

活
動
環
境
の
充
実

１ 

芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
創
出

演
奏
家
か
ら
直
接
指
導
を
受
け

る
こ
と
は
、
教
科
書
や
映
像
か

ら
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
す
。

❖
玉
露
の
里
な
ど
で
の
音
楽
祭

　
「
第
１
回
藤
枝
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
玉
露
の
里
」
を
10
月

に
開
催
。
県
内
出
身
の
若
手

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
野
外

ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
し
た
。

❖
ま
ち
か
ど
博
物
館
・
美
術
館

❖
里
の
芸
術
祭

▲初めての箏
こと

の演奏体験

❖
文
化
の
宝
箱

　

市
内
の
小
・
中
学
校
を
対
象

に
、
地
域
で
活
動
す
る
音
楽
家

を
講
師
と
し
て
招
き
、
体
験
教

室
や
学
校
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
生
演
奏
を
聴
き
、

▲市ホームページで体験できる「枝っこ検定」

合格目指して

チャレンジ！

2 

ふ
じ
え
だ
文
化
の
再
発
見

❖
枝
っ
こ
検
定

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
「
枝
っ
こ
検
定
」。

藤
枝
市
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
質
問
に
ク
イ
ズ
形
式
で
答
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。
検
定
は
、

初
級
・
中
級
・
上
級
の
３
つ
。

合
格
者
に
は
特
典
が
あ
り
ま
す
。

❖
枝
っ
子
文
化
人

❖
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
構
築

❖
子
ど
も
向
け
市
史
、
映
像
版
市

史
の
作
成

４
つ
の
基
本
方
針

市民文化祭

高根白山神社古代神楽

つたの細道

学校コンサート

本市が文化の力で、より元気で魅力あるまちにな
ることを目指し、３月に策定した「文化マスター
プラン」。この計画の概要と内容をご紹介します。

問街道・文化課　内線755
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業務・施設の区分
12月 １月

24日
㈯

25日
㈰

26日
㈪

27日
㈫

28日
㈬

29日
㈭

30日
㈮

31日
㈯

１日
㈷

２日
㉁

３日
㈫

４日
㈬

５日
㈭

市役所の一般業務 × × ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
市役所・文化センターの市民課業務 ○ × ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
岡部支所の市民窓口課業務 ○ × ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
上水道の修理 当 当 ○ ○ ○ 当 当 当 当 当 当 ○ ○
燃やすごみの収集 × × ○ ○ × ○ ○ × × × × × ○
木くず・剪定枝の収集 × × ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
容器包装プラスチックの収集 × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○
北部・南部エコステーション ○ ○ × × × × × × × × × × ×
岡部エコステーション × ○ × × × × × × × × × × ×
し尿のくみ取り ○ × ○ ○ ○ ▲ × × × × × × ○
文化センター ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
各地区行政センター ○ ○ × ○ ○ × × × × × × ○ ○
生涯学習センター ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
駅南図書館・岡部分館 ○ ○ × ○ ○ × × × × × × × ○
岡出山図書館 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×
老人福祉センター藤美園 ○ ○ × ○ ○ × × × × × × ○ ○
市民会館 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
市民体育館・武道館 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○
市民グラウンド・市民テニス場 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○
総合運動公園 ○ ○ × ○ × × × × × × × ○ ○
大井川河川敷グラウンドゴルフ場 ○ ○ × ○ × × × × × × × ○ ○
大久保グラススキー場 ○ ○ × ○ × × × × × × ○ ○ ○
大久保キャンプ場 ○ ○ × ○ × × × × × × × ○ ○
陶芸センター ○ ○ × ○ × × × × × × × ○ ○
スポーツ・パル高根の郷 ○ ○ × ○ × × × × × × × ○ ○
いきいき交流センター ○ ○ × ○ ○ × × × × × × ○ ○
白ふじの里 ○ ○ ○ × ○ × × × × × × ○ ○

業務・施設の区分
12月 １月

24日
㈯

25日
㈰

26日
㈪

27日
㈫

28日
㈬

29日
㈭

30日
㈮

31日
㈯

１日
㈷

２日
㉁

３日
㈫

４日
㈬

５日
㈭

自
主
運
行
バ
ス

藤枝駅善左衛門線 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ○ ○
藤枝岡部線 × × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○
城南平島線 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○
藤枝駅ゆらく線 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◇ ◇ × × × ○ ○
藤枝駅光洋台線 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ○ ○
大久保上滝沢線 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◇ ◇ × × × ○ ○
朝比奈線 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ○ ○

玉露の里 ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○
瀬戸谷温泉ゆらく ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
観光案内所 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
岡部総合案内所 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
駅前駐車場・駅南自転車駐車場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
各市立公民館・藤の瀬会館 ○ ○ × ○ × × × × × × × ○ ○
市民ホールおかべ ○ ○ × ○ ○ × × × × × × ○ ○
西益津温水プール・大洲温水プール ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○
勤労青少年ホーム ○ ○ × ○ × × × × × × × ○ ○
勤労者体育館 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○
サンライフ藤枝 ○ ○ × ○ × × × × × × × ○ ○
郷土博物館・文学館・志太郡衙資
料館・史跡田中城下屋敷 ○ ○ × ○ × × × × × × × × ○

岡部宿大旅籠柏屋 ○ ○ × ○ × × × × × × × × ○
千貫堤・瀬戸染飯伝承館 ○ ○ × ○ × × × × × × × × ○

年末年始の各施設などの業務状況

○印…仕事をする日（施設を利用できる日）　×印…休みの日（施設を利用できない日）　▲印…午前（緊急時のみ）

当印…上水道の緊急修理を当番店(広報ふじえだ11月20日号、12月20日号掲載)のみが行う日　◇印…土日祝日ダイヤで運行

※12月20日㈫～１月４日㈬は、藤美園のお風呂は利用不可。※駅前駐車場は耐震工事のため、駐車台数が少なくなっています。

※12月28日㈬の観光案内所の営業は午後５時まで（通常は午前９時～午後６時）。

◇資源・不燃ごみの自家搬入
　年末受付は12月29日㈭まで。年始受付は１月４日㈬から。
搬入場所／リサイクルセンター　☎667･2626
受付時間／午前９時～11時、午後１時～４時

　次の休場日以外は、平常通り業務を行います。
　休場日／12月27日㈫、１月１日㈷・２日㉁
　※動物の火葬は、休場日以外の午前９時～正午。

　年内に臨時くみ取りを希望する場合は、㈱藤衛（☎641･1119）
に電話でお申し込みください。年始は１月５日㈭から。

▽旧藤枝市地区　
申し込み／12月24日㈯まで
最終くみ取り日／12月28日㈬

▽旧岡部町地区
申し込み／12月20日㈫まで
最終くみ取り日／12月22日㈭
※12月29日㈭午前は、緊急時のみ、くみ取りを行います。

市立総合病院　☎646･1111
12月28日㈬まで、平常通りの診療を行います。
12月29日㈭～１月３日㈫は、外来診療は行いません。

　なお、救急の患者さんは、24時間体制で受け入れますが、
症状の軽い患者さん（初期救急患者）は、休日当番医や志
太榛原地域救急医療センターでの受診をお願いします。
※休日当番医は、広報ふじえだ（11月20日号・12月20日号）、
または志太医師会ホームページをご覧ください。
http://www.shida.shizuoka.med.or.jp

志太榛原地域救急医療センター　☎644･0099
　年末年始も、平常通り診療を行います。
　診療時間／月曜～木曜日　午後７時30分～10時

　金曜～日曜日　午後７時30分～翌日午前７時
　診療科目／内科・小児科
※12月24日㈯・31日㈯の午後10時～翌日午前７時は、小児
科のみの診療となります。
※健康保険証・こども医療費受給者証・後期高齢者被保険
者証・高齢受給者証・服用中の薬などをお持ちください。
※健康保険証を持参しないと、全額自己負担となります。
保健センター　☎645･1111
　年末は12月28日㈬まで。年始は１月４日㈬から。

　12月29日㈭～１月３日㈫は、パスポートの申請・受け取
りはできません。12月19日㈪以降に申請した場合、受け取
りは１月４日㈬以降となります。
　受付時間／
　月曜～金曜日　午前９時～午後４時30分（祝日を除く）

斎 場 ☎629･1501

し尿のくみ取り 下水道課　☎644･8186

医療・保健
パスポート 市民課　内線613

年末
　年始の 市の仕事
仕事納め
12月28日㈬まで、平常通り業務を行います。

仕事始め
１月４日㈬から、平常通り業務を行います。

ごみは、収集日の朝８時までに出してください。
燃やすごみ
年末収集最終日／月・木曜日地区…12月29日㈭

火・金曜日地区…12月30日㈮
年始収集開始日／月・木曜日地区…１月５日㈭

火・金曜日地区…１月６日㈮
容器包装プラスチック
年末収集最終日／月曜日地区…12月26日㈪

火曜日地区…12月27日㈫

水曜日地区…12月28日㈬
木曜日地区…12月29日㈭
金曜日地区…12月30日㈮

年始収集開始日／１月４日の水曜日地区から平常通り収集
紙類
12月29日㈭の収集はありません。

多量のごみは直接、処理施設へ
　多量のごみや粗大ごみは、直接、次の処理施設へ搬入し
てください。
◇燃やすごみの自家搬入
　年末受付は12月29日㈭まで。年始受付は１月４日㈬から。
搬入場所／高柳清掃工場　☎636･0530
受付時間／午前９時～11時、午後１時～４時（粗大ごみ
と木くずは、午後３時まで）
※粗大ごみとは、畳・布団・カーペットなどの大型のも
のです。
※木製の家具類は解体して搬入してください。

市 役 所 人事課　内線333

ご み 生活環境課　内線412

©fumira
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198億7,045万円
105億3,045万円

33億6,702万円
1億7,214万円

8億6,355万円
30億3,613万円

33億3,726万円
5億4,717万円

39億9,500万円
0円

48億6,696万円
21億5,203万円

31億5,000万円
28億3,635万円

29億3,657万円
2億8,180万円

21億3,610万円
11億9,035万円

53.0%

5.1%

351.6%

16.4%

0%

44.2%

90.0%

9.6%

55.7%

市税

諸収入

繰越金

その他

市債

国庫支出金

地方交付税

県支出金

その他

民生費

公債費

衛生費

土木費

総務費

教育費

労働費

消防費

農林水産業費

商工費

議会費

予備費

諸支出金

災害復旧費

34.2%

31.4%

46.8%

60.0%

33.7%

38.6%

92.5%

43.8%

33.1%

32.6%

53.2%

0%

54.5%

12.6%

自
主
財
源
　
61
・
6
％

市
が
独
自
に
調
達
で
き
る
お
金
で
す
。

依
存
財
源
　
38
・
4
％

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、銀
行
な
ど

か
ら
借
り
た
り
す
る
お
金
で
す
。

予算額　　445億2,291万円
支出済額　191億4,748万円
執行率　　　　　　43.0％

一般会計 支出
予算額　 　445億2,291万円
収入済額　207億4,642万円
執行率　　　　　　46.6%

一般会計 収入

133億  956万円
45億5,446万円
59億9,577万円
28億  401万円
56億4,782万円
33億9,111万円
52億5,052万円
16億5,047万円
42億5,091万円
14億3,083万円
36億4,598万円
14億  845万円
26億7,790万円
24億7,635万円
13億2,475万円
5億8,029万円
9億6,303万円
3億1,908万円
8億9,753万円
2億9,292万円
3億3,656万円
1億7,896万円

1億円
0円

1億  758万円
5,866万円
1,500万円
189万円

上段：予算額
下段：支出済額
 ％ ：執行率

上段：予算額
下段：収入済額
 ％ ：執行率

平成23年度予算  上半期執行状況（9月30日現在）

■特別会計

会計名 予算額 収入済額
支出済額

国民健康保険事業 136億5,420万円
47億8,430万円
56億4,183万円

簡易水道事業 4,000万円
465万円
819万円

土地取得 1,400万円
0円
0円

公共下水道事業 32億  700万円
2億9,655万円

14億  983万円

駐車場事業 1億円
1,128万円

395万円

農業集落排水事業 9,100万円
591万円

3,252万円

介護保険 86億4,170万円
30億5,932万円
35億2,896万円

後期高齢者医療 11億7,400万円
4億5,117万円
2億6,186万円

合計 269億2,190万円
86億1,318万円

108億8,714万円

■公営企業会計
病院事業

水道事業

区分 予算額 執行済額

病院事業収益 133億9,900万円 72億4,485万円

病院事業費用 140億5,500万円 61億7,422万円

資本的収入 9億4,300万円 8億2,427万円

資本的支出 14億2,700万円 6億9,102万円

区分 予算額 執行済額
水道事業収益 22億9,300万円 11億2,798万円
水道事業費用 21億7,600万円 7億3,951万円
資本的収入 5億3,900万円 1,779万円
資本的支出 11億9,800万円 7億3,094万円

問財政課　内線352

　給水件数は当初計画より増え、収益もその分増えています。
経常経費の削減も順調に進んでいるため、当初計画を上回る
純利益を見込んでいます。

　患者数は入院・外来ともに、当初計画を下回っていますが、
患者１人当たりの単価が、計画を上回っているため、収益は
増収となっています。診療材料費などの経費削減の効果によ
り、本年度の収支は中期経営計画を上回る見込みです。

税
金
を
納
め
る
こ
と
。
い
わ
ゆ

る
納
税
は
、
憲
法
に
も
定
め
ら
れ

て
い
る
、
国
民
の
義
務
の
一
つ
で

す
。
税
金
は
国
民
を
幸
せ
に
す
る

た
め
の
原
資
。
市
税
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
を
幸
福
に
す
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
財
源
で
す
。
ほ
と
ん

市
税
だ
け
で
な
く
、
県
税
、
国

税
で
も
、
納
付
の
お
知
ら
せ
が
届

い
て
、
納
め
な
い
ま
ま
期
限
を
過

ぎ
る
と
年
14
・
６
％
の
延
滞
金
が

発
生
し
ま
す
（
た
だ
し
、
納
期
限

の
翌
日
か
ら
１
カ
月
を
経
過
す
る

日
ま
で
は
4.3
％
）。
期
限
内
に
納

め
て
も
ら
う
た
め
に
、
延
滞
金
は

高
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
売
と
は
、
滞
納
者
か
ら
差
し

押
さ
え
た
財
産
を
売
却
す
る
こ
と

で
す
。
売
却
代
金
は
、
滞
納
し
て

い
る
税
金
（
延
滞
金
を
含
む
）
に

充
当
し
ま
す
。
本
市
で
は
、
平
成

22
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
実
績

　

動
産
３
件
、
不
動
産
１
件

　滞納処分を
強化しています　
ー税の公平性のためにー

問納税課　内線634

強
制
的
な
捜
索
も
実
施

滞
納
者
の
住
居
な
ど
を
強
制
的

に
捜
索
し
て
財
産
を
差
し
押
さ
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
滞
納
者
が

所
有
す
る
自
動
車
・
バ
イ
ク
な
ど

を
差
し
押
さ
え
る
際
に
は
、
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
を
施
し
ま
す
。

本
人
が
不
在
で
も
、
差
し
押
さ

公
売
に
よ
り
滞
納
税
に
充
当

え
を
執
行
し
ま
す
。
裁
判
所
の
許

可
も
必
要
と
し
な
い
、
強
い
権
限

が
法
律
で
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

市税は口座振替で納付を

差し押さえ実績〈昨年度は21年度の約2.7倍の件数〉
年度 預貯金 不動産 生命保険 給与 その他 合計
H21 137件 46件 13件 0件 4件 200件
H22 348件 75件 48件 33件 30件 534件

▲自動車にかけたタイヤロック

税
金
は
幸
せ
づ
く
り
の
原
資

ど
の
み
な
さ
ん
は
期
限
ま
で
に
市

税
を
納
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
わ
ず
か
な
人
数
で
は
あ
り

ま
す
が
、
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
税

の
義
務
を
果
た
さ
な
い
人
た
ち
が

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
期
限
ま
で

に
税
金
を
納
め
な
い
こ
と
を
滞
納

と
い
い
ま
す
。

市
で
は
、
滞
納
者
に
対
す
る
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
で
あ
る
滞
納
処
分
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
期

限
ま
で
に
税
金
を
納
め
て
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ん
と
の
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
で
す
。

納
め
な
い
と
延
滞
金
が
発
生

や
む
を
得
な
い
理
由
で
期
限
内

に
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
完
納
に
向

け
た
納
付
計
画
の
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。
納
付
困
難
な
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
状
況
を
示
す
資
料

納
付
困
難
な
場
合
は
相
談
を

を
、
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

毎
週
木
曜
日
に
は
、
夜

間
納
税
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。

〈
夜
間
納
税
相
談
〉

と
き
／
毎
週
木
曜
日
午

後
５
時
15
分
～
７
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）

と
こ
ろ
／
市
役
所
２
階

納
税
課

　市では、安心・便利・確実な口座振替による納税をお
勧めしています。本年度は、その強化推進年として啓発
に取り組んでいます。納め忘れのない口座振替への切り
替えに、ご協力をお願いします。

※１月からは、口座振替をご利用の人の利便性を高める
ため、残高不足により振替不能になった場合について
は、１回に限り、納期限から10日前後に再引き落とし
を行います。

※今まで振替不能時に送付してい
た納付書付きのお知らせは廃止
します。また、あらためて再引
き落としの連絡は行いません。

※再引き落としができなかった場
合は、納期限(各納期の最終日)
から20日以内に、納付書付きの
督促状を送付します。

滞納処分とは…
納税義務が果たされない場合、滞納者の財産を差し押さ
えたり、公売したりして、強制的に滞納している税金を
徴収することが法律で認められています。これらの行為
を総称して滞納処分といいます。

滞納処分までの流れ
①督促状送付…納期限までに完納しない場合、期限後20
日以内に発送
②滞納処分…督促状の発送日から10日経過しても完納
しない場合は、財産の差し押さえなどを行い、強制的に
徴収できます。
※滞納処分の対象となる主な財産…給与・賞与、預貯金、
売掛金、生命保険、不動産、動産（貴金属・自動車・美
術品など）

▲市内の金融機関窓口
にあるミニのぼり
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　ミニドックやミニチェック、胃がん・大腸がん検診などの受診者は、市から助成が受けられます。
対象／健康診断を受ける機会がない、藤枝市に住民票がある昭和47年４月２日以降生まれの39歳以下の人
とき／２月１日㈬～14日㈫（土・日曜日、祝日を除く）　受付時間／午前８時30分～10時
ところ／志太医師会検診センター（保健センター隣）
内容／ミニドック：身体・腹囲測定、尿・血圧・血液・眼底・心電図検査
　ミニチェック（女性限定）：身体・腹囲・骨密度測定、尿・血圧・血液

検査　など
申し込み／12月20日㈫～１月20日㈮　午前９時～午後４時（Ｅメール以外

は12月29日㈭～１月３日㈫を除く）に、直接または電話・Eメールに住所・
氏名（フリガナ）・生年月日・性別・電話番号・携帯電話番号・希望す
る健診の種類・受診希望日を記入し、志太医師会へ

kenshin-ct@shida.shizuoka.med.or.jp
※Eメールでの申し込みは、件名に「ミニドック・ミニチェックの申し込み」

と記入してください。
※２月１日㈬～３日㈮・13日㈪・14日㈫は託児あり（要予約）。
　定員／各日35人（申込順）　 託児料／１人につき100円
※詳しくは、志太医師会にお問い合わせください。

ミニドック・ミニチェックなどの受診者に助成
問志太医師会　☎645･1678

第100回郷土博物館企画展

龍の郷土玩具・東北の郷土玩具
　来年の干支は、十二支の中で唯一の想像上の動物である

「龍」。全国各地の、ユーモラスに造形された土人形の龍や、
張子の龍などの郷土玩具を展示します。
　また、館所蔵の「新井智一コレクション」の中から、東
日本大震災の被災地を応援する意味から、福島・宮城・岩
手の郷土玩具も併せて展示します。
とき／12月22日㈭～２月５日㈰

午前９時～午後５時

特別展示
「タツノオトシゴと仲間たち」
　辰年にあわせ、生きたタツノオ
トシゴなどを展示します。
とき／１月５日㈭～22日㈰

郷土博物館・文学館の催し
問郷土博物館　☎645･1100

注胃がん・大腸がん検診は、ミニドック受診者
のみ受けられます。

健診の種類 料金（助成後）
ミニドック 3,500円

ミニチェック（女性限定） 1,500円

胃がん検診 注 2,000円

大腸がん検診 注 500円

骨密度測定 1,250円

体脂肪測定 525円

胸部エックス線撮影 840円

自
転
車
事
故
が
増
加
中

　

近
年
、
環
境
や
健
康
に
良
い
と

い
う
こ
と
で
、
自
転
車
利
用
者
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

ブ
レ
ー
キ
の
つ
い
て
い
な
い
自
転

車
の
使
用
や
、
自
転
車
運
転
者
が

加
害
者
と
な
る
事
故
な
ど
が
、
社

会
問
題
と
な
っ
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
県
内
で
も
自
転
車
事
故
が

増
加
中
。
自
転
車
は
、
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
層
が
利
用
す

る
身
近
な
交
通
手
段
で
す
。
身
近

で
使
い
慣
れ
た
乗
り
物
だ
か
ら
こ

そ
、
道
路
を
安
全
に
走
行
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
見
直
す
機
会
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

歩
道
走
行
は
例
外
で
す

　

自
転
車
を
正
し
く
安
全
に
運
転

す
る
た
め
に
、
守
る
べ
き
五
つ
の

約
束
が
あ
り
ま
す
。

１
．
車
道
走
行
が
原
則

自
転
車
は
車
両
で
す
。
し
た

が
っ
て
車
道
走
行
が
原
則
。
歩

運
転
は
罰
則
の
対
象
で
す
。

５
．
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

子
ど
も
が
自
転
車
を
運
転
す
る

と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
。

　

自
転
車
運
転
中

の
携
帯
電
話
の
使

用
や
、
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
を
は
め
て
音
楽

な
ど
を
聞
き
な
が

ら
の
運
転
は
、
周
囲
の
状
況
が
把

握
し
に
く
く
、
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。
自
転
車
だ
か
ら
事
故
を
起

こ
し
た
と
し
て
も
大
事
故
に
は
な

ら
な
い
と
思
う
の
は
大
き
な
間
違

い
で
す
。
実
際
に
全
国
で
は
、
自

転
車
が
歩
行
者
と
ぶ
つ
か
っ
て
、

歩
行
者
が
死
亡
す
る
と
い
う
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。
自
転
車
事
故

の
場
合
で
も
刑
事
上
の
責
任
は
も

ち
ろ
ん
、
民
事
上
の
責
任
も
生
じ

ま
す
。
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
自

転
車
を
安
全
で
正
し
く
運
転
し
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転

　

〜
自
転
車
ブ
ー
ム
の
陰
で
危
険
な
走
行
が
急
増
中
〜
　

交通
安全編

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り　
No.83

問
市
民
協
働
課　

内
線
２
６
７

道
走
行
は
例
外
で
す
。

※
例
外
…
13
歳
未
満
の
子
ど
も
・

70
歳
以
上
の
高
齢
者
・
体
の
不

自
由
な
人
、
次
の
標
識
が
あ
る

場
合
。

２
．
車
道
の
左
側
を
通
行

車
両
で
あ
る
自
転
車
は
左
側
通

行
で
す
。

３
．
歩
道
で
は
車
道
寄
り
を
徐
行

道
路
標
識
で
例
外
的
に
歩
道
走

行
が
可
能
な
場
合
、
自
転
車
は

車
道
寄
り
を
徐
行
で
す
。

４
．
道
路
交
通
法
を
順
守

自
転
車
で
の
、
飲
酒
運
転
・
二

人
乗
り
・
並
進
・

無
灯
火
・
信
号

無
視
・
一
時
不

停
止
と
安
全
不

確
認
・
傘
さ
し

自転車が通行し
てよい歩道を表
す標識

る
た
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
、
国

語
の
授
業
で
学
ん
だ
り
、
お
正
月

に
遊
ん
だ
り
と
、
日
本
人
に
と
っ

て
は
身
近
な
存
在
で
す
。
鎌
倉
時

代
初
期
に
活
躍
し
た
歌
人
・
藤
原

定
家
が
選
ん
だ
も
の
と
い
わ
れ
ま

す
。
小
倉
百
人
一
首
に
は
、
恋
歌

や
四
季
の
歌
が
多
く
、
歌
に
込
め

ら
れ
た
思
い
や
時
代
背
景
に
つ
い

て
、
現
代
に
至
る
ま
で
多
く
の
研

究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
に
木
版
画
の
技
術
が
普
及
す
る

と
、
歌
か
る
た
と
し
て
発
達
し
、

明
治
時
代
に
は
競
技
か
る
た
が
盛

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
最
近
で
は
、
こ
の
競
技
か
る

た
を
題
材
と
し
た
漫
画
や
ア
ニ
メ

が
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

書
と
画
を
愛
し
た
努
力
家

　

青
木
幽
渓
は
明
治
39
年
（
１
９

０
６
年
）、
旧
高
洲
村
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
本
名
は
桜
井
操み

さ
お

（
後
に

青
木
姓
と
な
る
）。
幼
い
こ
ろ
か

ら
字
が
上
手
で
、
小
学
校
の
校
長

先
生
か
ら
は
、「
み
な
の
お
手
本

を
書
く
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
で
し
た
。
家
は
貧
し
か
っ
た
よ

う
で
す
が
勉
強
家
で
、
日
本
画
や

書
を
学
び
、
努
力
を
重
ね
ま
し
た
。

　

昭
和
18
年
に
は
、
大
日
本
書
道

報
国
展
で
特
選
を
受
賞
す
る
な
ど
、

数
々
の
賞
を
受
賞
。
県
内
外
で
は

60
回
以
上
、
ア
メ
リ
カ
で
も
個
展

を
開
催
し
ま
し
た
。
現
地
の
新
聞

に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
な

ど
、
海
外
で
も
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
し
た
。
作
家
の
小
川
国
夫
、

同
郷
の
書
家
・
沖お

き

六り
く

鵬ほ
う

や
桜
井
琴き

ん

風ぷ
う

な
ど
と
も
深
い
交
流
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
全
国
的
な
書
道
展
の

審
査
員
や
書
道
連
盟
の
理
事
を
務

め
る
な
ど
、
日
本
書
道
会
の
重
鎮

と
し
て
、
長
く
活
躍
し
ま
し
た
。

　

昭
和
52
年
に
は
芸
術
文
化
へ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
勲
五
等
瑞
宝
章

を
受
章
。
社
会
貢
献
に
も
熱
心
で
、

刑
務
所
の
特
別
面
接
員
を
長
く
務

め
、
受
刑
者
に
習
字
指
導
も
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
功
に
よ
り
、
法

務
大
臣
賞
も
受
賞
。平
成
16
年（
２

０
０
４
年
）、
惜
し
ま
れ
な
が
ら

98
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
学
館
で
は
、
12
月
22
日
㈭
か

ら
２
月
５
日
㈰
ま
で
、企
画
展「
青

木
幽
渓
百
人
一
首
展
」
を
開
催
し

ま
す
。
幽
渓
に
と
っ
て
小
倉
百
人

一
首
は
、
苦
難
の
時
期
に
生
き
る

糧
と
な
っ
た
作
品
で
し
た
。
生

前
「
百
人
一
首
を
書
い
て
い
る
と

心
が
晴
れ
る
。
元
気
に
な
る
」
と
、

語
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
書
の
大

家
で
あ
り
、
日
本
画
に
も
造
詣
の

深
か
っ
た
幽
渓
の
、
み
や
び
な
世

界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

えだっこじてん

問文化財課　☎645･1100

幽
渓
の
百
人
一
首

　

藤
枝
出
身
の
書
家
・
青
木
幽ゆ

う

渓け
い

が
遺
し
た
「
小
倉
百
人
一
首
」
の

色
紙
に
は
、
流
れ
る
よ
う
な
美
し

い
か
な
文
字
と
、
み
や
び
な
歌
人

た
ち
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
が
見
慣
れ
た
絵
札
と
は
一
味
違

う
趣
き
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

小
倉
百
人
一
首
と
い
え
ば
、
か

▼

幽
渓
が
描
い
た
式

し
ょ
く

子し

内な
い

親し
ん

王の
う

と
和
歌

休館日／月曜日、12月28日㈬〜１月４日㈬
入館料／大人200円、中学生以下無料

体験教室　駿河凧づくりと凧あげ
とき／１月15日㈰午前10時～午後３時
（凧あげのみ雨天中止）
ところ／志太郡衙資料館
内容／駿府凧（60㎝×60㎝）作り
定員／20人（申込順）
参加料／800円　持ち物／昼食、絵筆、雑巾
申し込み／12月17日㈯から、電話で郷土博物館へ

『藤枝市史』通史編下巻刊行記念
藤枝市史講座「志太実科高等女学校の創立秘話」
　志太に女子教育の道を開いた
現・県立藤枝西高校の創立秘話。
とき／１月21日㈯

午後２時～４時
ところ／文学館講座学習室
定員／90人（申込順）　受講料／100円（資料代）
申し込み／電話で郷土博物館へ
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情報 ファイル

　〒426-8722
藤枝市岡出山一丁目11番１号
☎643･3111　 643･3604

http://www.city.fujieda.shizuoka.jp/

藤枝市役所

▼
実
施
期
間
／
12
月
15
日
㈭
〜
31
日 

㈯　

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
／
安
全
を 

つ
な 

げ
て 

広
げ
て 

事
故
ゼ
ロ
へ　

▼
運

動
の
重
点
／
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
、
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
の

交
通
事
故
防
止
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
、

物
／
は
さ
み　

▼
申
し
込
み
／
12
月

16
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
大
旅
籠
柏

屋
へ　
　
　

☎
６
６
７
・
０
０
１
８

員
／
各
50
人
（
申
込
順
）　

▼
参
加

料
／
４
０
０
円
（
３
歳
〜
中
学
生
は

２
０
０
円
）　

▼
申
し
込
み
／
12
月

17
日
㈯
か
ら
、
電
話
で
郷
土
博
物
館

へ　
　
　
　

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

▼
と
き
／
２
月
19
日
㈰
午
前
９
時
〜

▼
と
こ
ろ
／
県
藤
枝
総
合
庁
舎
（
瀬

戸
新
屋
）　

▼
免
許
の
種
類
／
わ
な

猟　

▼
試
験
内
容
／
筆
記
・
適
性
・

技
能
試
験　

▼
受
験
料
／
５
２
０
０

円
（
わ
な
猟
以
外
の
狩
猟
免
許
所
有 

者
は
３
９
０
０
円
）　

▼
申
し
込
み
／ 

12
月
19
日
㈪
〜
１
月
20
日
㈮
（
土･

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

に
、
直
接
、
志
太
榛
原
農
林
事
務
所

（
県
藤
枝
総
合
庁
舎
内
）
へ

問
農
林
課　

内
線
４
５
９

年
末
交
通
安
全
県
民
運
動

狩
猟
免
許
試
験

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、

証
明
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。
日
本

年
金
機
構
か
ら
11
月
中
旬
に
送
付
が

あ
っ
た
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料)

控
除
証
明
書
」
は
、
そ
れ

ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
／

　

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７

と
き
／
月
曜
〜
金
曜
日
は
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
月
曜 

日
は
午
後
７
時
ま
で
）。第
２
土
曜 

日
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
い
ず
れ
も
祝
日
を
除
く

問
島
田
年
金
事
務
所

　

☎
０
５
４
７
・
３
６
・
２
２
１
５

国
民
年
金
の
控
除
証
明

市
立
総
合
病
院
公
開
講
座

▼
と
き
／
12
月
21
日
㈬
午
後
７
時
〜

８
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院

２
階
講
堂　

▼
講
師
／
渡
邊
明
規
・

線
路
の
横
断
は
踏
切
で

踏
切
の
な
い
場
所
で
の
線
路
の
横
断

は
大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。
地
域
の
み
な
さ
ん
の
安
全

と
列
車
の
正
常
運
行
の
た
め
、
順
次
、

線
路
立
ち
入
り
防
止
柵
な
ど
の
設
置

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
Ｊ
Ｒ
東
海
静
岡
保
線
区

☎
２
８
４
・
２
２
３
５

郷
土
博
物
館
・
文
学
館
臨
時
休
館

12
月
13
日
㈫
か
ら
16
日
㈮
ま
で
、
館

内
資
料
の
く
ん
じ
ょ
う
（
消
毒
）
の

た
め
郷
土
博
物
館
・
文
学
館
は
、
臨

時
休
館
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
敷
地

内
へ
の
立
ち
入
り
も
で
き
ま
せ
ん
。

問
郷
土
博
物
館☎

６
４
５
・
１
１
０
０

静
岡
視
覚
特
別
支
援
学
校

▼
と
き
／
12
月
18
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
大
旅

籠
柏
屋　

▼
内
容
／
和
・
洋
ど
ち
ら

の
家
に
も
合
う
お
し
ゃ
れ
な
リ
ー
ス

作
り　

▼
定
員
／
20
人
（
申
込
順
）

▼
参
加
料
／
１
２
４
０
円　

▼
持
ち

し
め
縄
リ
ー
ス
作
り

▼
と
き
／
１
月
15
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
大
井

川
文
化
会
館
ミ
ュ
ー
ジ
コ（
焼
津
市
）

▼
内
容
／
航
空
自
衛
隊
中
部
航
空
音

楽
隊
な
ど
に
よ
る
演
奏　

▼
定
員
／

５
０
０
人
（
抽
選
）　

▼
入
場
料
／

無
料　

▼
申
し
込
み
／
12
月
25
日
㈰

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
参
加
者
全
員
の
氏
名
を

記
入
し
、
〒
421‒

0293
焼
津
市
上
小
杉

１
６
０
２
静
浜
基
地
渉
外
室
へ

☎
６
２
２
・
１
２
３
４

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

住
所
異
動
の
届
け
出

住
所
異
動
（
転
入
・
転
出
・
転
居
な

ど
）
の
届
け
出
は
、
窓
口
に
来
る
人

が
本
人
か
、
同
一
世
帯
の
人
以
外
の

場
合
、
届
出
義
務
者
が
記
入
し
た
委

任
状
が
必
要
で
す
。
戸
籍
や
住
民
票

を
請
求
す
る
場
合
も
委
任
状
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
委
任
状
の
用
紙
は
、
市
民
課
・
岡

部
支
所
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
行

政
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
市
民
課　

内
線
６
１
２

メ
タ
ボ
予
防
教
室

▼
対
象
／
20
歳
以
上
の
人　

▼
と 

き
／
１
月
12
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
定
員
／
25
人（
申
込
順
）　

▼
参
加 

料
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、 

三
角
巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具　

▼
申 

し
込
み
／
１
月
５
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
市
健
康
づ
く

り
食
生
活
推
進
協
議
会
（
健
康
推
進

課
内
）
へ　

☎
６
４
５
・
１
１
１
１

６
４
５
・
２
１
２
２

▼
対
象
／
福
祉
関
係
に
就
職
を
希
望

す
る
人　

▼
と
き
／
１
月
17
日
㈫
正

午
〜
午
後
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
グ
ラ 

ン
シ
ッ
プ（
静
岡
市
駿
河
区
）　

▼
内 

容
／
就
活
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
、
合
同
面 

接
相
談
会　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申 

し
込
み
／
１
月
16
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
県
社
会
福
祉

協
議
会
静
岡
県
社
会
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
へ　
　

☎
２
７
１
・
２
１
１
０

２
７
２
・
８
８
３
１

福
祉
就
職
フ
ェ
ア

▼
と
き
／
１
月
14
日
㈯
午
前
11
時
〜
、

午
後
２
時
〜　

▼
と
こ
ろ
／
郷
土
博

物
館　

▼
内
容
／
長
ぐ
つ
を
は
い
た

猫
、
の
っ
た
り
ろ
っ
た
り　

▼
定 

新
春
お
や
こ
人
形
劇

▼
と
き
／
１
月
10
日
〜
２
月
28
日
の

毎
週
火
曜
日
、
1
月
12
日
〜
３
月
１

日
の
毎
週
木
曜
日　

い
ず
れ
も
午
前

10
時
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
市
民
テ

ニ
ス
場　

▼
定
員
／
各
50
人
（
申
込

順
）　

▼
参
加
料
／
４
８
０
０
円（
全

８
回
）　

▼
申
し
込
み
／
12
月
12
日

㈪
か
ら
、
電
話
で
市
民
テ
ニ
ス
場
へ

☎
６
４
４
・
６
０
８
０

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

入
学
や
視
覚
障
害
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
目
が
不
自
由
で
社

会
復
帰
を
目
指
す
人
の
た
め
に
、
あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
の
国
家
資

格
の
受
験
資
格
を
取
得
す
る
コ
ー
ス

も
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね

0.3
未
満
の
人
。
視
力
以
外
の
視
機
能

障
害
が
あ
る
人
。
近
い
将
来
に
視
力

が
著
し
く
減
退
す
る
恐
れ
が
あ
る
人

問
静
岡
視
覚
特
別
支
援
学
校

☎
２
８
３
・
７
３
０
０

追
突
・
出
合
頭
事
故
の
防
止
、
イ
エ

ロ
ー
ス
ト
ッ
プ
運
動
の
推
進

問
市
民
協
働
課　

内
線
２
６
７

循
環
器
科
部
長　

▼
演
題
／
高
血

圧
っ
て
な
あ
に　

▼
受
講
料
／
無
料

※
直
接
会
場
へ

問
市
立
総
合
病
院
管
理
課

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
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健康・予防 日本一 元気ふじえだ健康ウォーク
問健康企画室　☎645･1111

　新東名高速道路の開通を、みんなで歩いて、お祝いしよう。
対象／どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
とき／１月29日㈰（雨天決行）
受付時間／午前８時30分～午前10時
受付場所／新東名高速道路上り線　藤枝パーキングエリア
区間／藤枝バイパス広幡インターチェンジまでの往復10㎞
※途中で折り返すことも可能です。
定員／1,500人(申込順)　参加料／500円（小学生以下は無料）
申し込み／12月12日㈪から、市ホームページの電子申請で必要事 
項を入力。電子申請以外の人は、12月12日㈪～22日㈭（必着）に、 
ハガキに住所・氏名（フリガナ）・年齢（学年）・電話番号・性別を 
記入して、健康企画室へ　宛先：〒426-0078市内南駿河台1-14-1
※ハガキ１枚で、４人まで申し込みできます。
※電子申請の場合は、登録完了のメールを送信します。
ハガキの場合は定員に達して参加できないときのみ送付します。
※当日は、ＪＲ藤枝駅から会場まで無料シャトルバスを運行。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

第３期陶芸教室
問陶芸センター　☎639･0148

空き家バンク スタート
問中山間地域活性化推進室　内線458

　市内の中山間地域の空き家を有効活用する「空き家バ
ンク」事業がスタートしました。空き家を貸したい人・
借りたい人、売りたい人・買いたい人は登録してください。
対象／中山間地域（瀬戸谷・葉梨・稲葉・朝比奈の各地
区）の空き家
登録方法／登録申請書
に必要事項を記入し、
必要書類を添えて、
直接、中山間地域活
性化推進室へ

※登録申請書は、市
ホームページからダ
ウンロードできます。

※所有者から寄せられた空き家の情報を市ホームページ
などで公開します。

※空き家バンクに登録した空き家を改修する場合には、
経費の一部を助成します。

手ろくろ教室（全10回）
コース・とき／
火曜日午前・午後コース…１月10日～３月13日
水曜日午後コース…１月11日～３月14日
土曜日午後コース…１月14日～３月17日

時間／午前…午前10時～正午
午後…午後１時30分～３時30分

定員／各コース20人（抽選）
電動ろくろ教室（全10回）
とき／１月13日～３月16日の毎週金曜日
時間／午前…午前10時～正午、午後…午後１時～３時
定員／午前・午後とも各15人（抽選）

ところ／陶芸センター　受講料／１万円（材料費別途）
申し込み／12月13日㈫～22日㈭（必着）に、往復ハガキ
に住所・氏名・電話番号・希望の教室、午前か午後の
別を記入し、陶芸センターへ
宛先：〒426-0131市内瀬戸ノ谷1706-1
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男
の
料
理
教
室

▼
対
象
／
成
人
男
性　

▼
と
き
／
１

月
21
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜
正
午 

▼
と
こ
ろ
／
青
島
北
公
民
館　

▼
定 

員
／
20
人（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／ 

無
料　

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具　

▼
申

し
込
み
／
１
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
市
健
康
づ
く

り
食
生
活
推
進
協
議
会
（
健
康
推
進

課
内
）
へ　

☎
６
４
５
・
１
１
１
１

６
４
５
・
２
１
２
２

人
づ
く
り
藤
枝
塾
市
民
講
演
会

『
ゲ
ド
戦
記
』
の
翻
訳
者
を
講
師
に

迎
え
、
ぱ
り
て
市
民
大
学
と
連
携
し

た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
／
１
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
大

会
議
室　

▼
講
師
／
清
水
眞
砂
子
さ

ん
（
児
童
文
学
者
）　

▼
演
題
／
夫 

婦
の
ふ
し
ぎ
・
親
子
の
ふ
し
ぎ　

▼
定 

員
／
１
５
０
人
（
申
込
順
）　

▼
入

場
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
電
話

で
生
涯
学
習
課
へ

☎
６
４
６
・
３
２
１
１

介
護
者
の
集
い

▼
対
象
／
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族 

▼
と
き
／
１
月
23
日
㈪
午
後
２
時
〜

４
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
大
会
議

室　

▼
内
容
／
食
事
面
で
の
健
康
管 

理
、介
護
者
同
士
の
情
報
交
換　

▼
定 

員
／
20
人　

▼
申
し
込
み
／
12
月
22

日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で
介
護
福
祉
課

へ　

内
線
６
６
８

▼
と
き
／
12
月
24
日
㈯
午
後
２
時
〜 

３
時　

▼
と
こ
ろ
／
郷
土
博
物
館 

▼
曲
目
／
も
ろ
び
と
こ
ぞ
り
て
、
赤

鼻
の
ト
ナ
カ
イ
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
ほ 

か　

▼
定
員
／
50
人（
先
着
順
）　

▼
入 

場
料
／
２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無

料
）　

※
直
接
会
場
へ

問
郷
土
博
物
館☎

６
４
５
・
１
１
０
０

笹
を
使
っ
た
昔
な
が
ら
の
大
掃
除
と

餅
つ
き
を
体
験
。

▼
と
き
／
12
月
25
日
㈰
午
前
９
時
〜

▼
と
こ
ろ
／
大
旅
籠
柏
屋　

▼
参
加

料
／
無
料　

※
直
接
会
場
へ

問
大
旅
籠
柏
屋☎

６
６
７
・
０
０
１
８

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
児（
者
） 

講
演
会
・
個
別
相
談
会

▼
と
き
／
１
月
22
日
㈰
午
後
１
時
〜

４
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
な
み
ず
き
（
島
田
市
）

▼
講
師
／
石
垣
泰
則
さ
ん（
内
科
医
） 

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
個
別
相
談
会

申
し
込
み
／
12
月
28
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
県
筋
ジ
ス

ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
へ

☎

０
５
５
８
・
８
３
・
３
９
８
１

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

▼
と
き
／
12
月
18
日
㈰
午
後
２
時
30

分
〜
３
時
35
分　

▼
と
こ
ろ
／
岡
出

山
図
書
館　

▼
内
容
／
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
紙
芝
居
な
ど　

▼
入
場 

料
／
無
料
　
※
直
接
会
場
へ

問
岡
出
山
図
書
館

☎
６
４
３
・
３
４
８
９

▼
と
き
／
３
月
20
日
㈷
午
後
２
時
開

演　

▼
と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

▼
出

演
／
三
遊
亭
好
楽
さ
ん　

▼
入
場 

料
／
３
千
円（
全
席
指
定
席
）　

▼
入 

場
券
／
12
月
18
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
、

市
民
会
館
な
ど
で
販
売　

問
市
民
会
館

☎
６
４
３
・
３
９
３
１

藤
枝
寄
席

▼
対
象
／
２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ 

▼
と
き
／
12
月
10
日
㈯
〜
18
日
㈰ 

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
／
大
久
保
キ
ャ
ン
プ
場 

▼
内
容
／
茶
の
手
も
み
体
験
（
そ
ば

ま
ん
じ
ゅ
う
付
き
）　

▼
定
員
／
各

日
20
人　

▼
申
し
込
み
／
前
日
ま
で

に
、
電
話
で
大
久
保
キ
ャ
ン
プ
場
へ

☎
６
３
１
・
２
２
２
７

※
大
久
保
地
そ
ば
粉
入
り
子
育
て
ま

ん
じ
ゅ
う
、
そ
ば
が
き
な
ど
の
販

売
も
あ
り
ま
す
。

午
前
コ
ー
ス
：
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
コ
ー
ス
：
午
後
１
時
〜
３

時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
陶
芸
セ
ン

タ
ー　

▼
定
員
／
各
コ
ー
ス
20
人

（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
１
８
０
０

円　

▼
申
し
込
み
／
１
月
４
日
㈬
〜

14
日
㈯
に
、
電
話
で
陶
芸
セ
ン
タ
ー

へ　
　
　
　

☎
６
３
９
・
０
１
４
８

▼
対
象
／
小
学
校
６
年
生
以
上　

▼
と 

き
・
内
容
／
１
月
15
日
㈰
・
作
陶
、 

２
月
12
日
㈰
・
色
付
け　

▼
コ
ー
ス
／ 

陶
器
の
ひ
な
人
形
作
り

大
久
保
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
場

初
す
べ
り

大
久
保
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
場
特
製
の
福

袋
（
千
円
）
を
販
売
。
ス
キ
ー
場
の

利
用
者
、
先
着
１
０
０
人
に
、
せ
と

や
コ
ロ
ッ
ケ
を
１
個
進
呈
。

▼
と
き
／
１
月
３
日
㈫
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
大
久
保
グ

ラ
ス
ス
キ
ー
場　

※
直
接
会
場
へ

問
大
久
保
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
場

☎
６
３
１
・
２
０
２
０

ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
・
リ
ト
ミ
ッ
ク 

指
導
法
講
座

▼
と
き
／
12
月
18
日
㈰
午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ
／
千
貫
堤
・
瀬
戸
染
飯
伝

承
館
（
下
青
島
）　

▼
内
容
／
く
ち

な
し
の
実
の
収
穫
、
プ
チ
歴
史
講
座

※
先
着
45
人
に
、
染
飯
を
進
呈
。

問
染
飯
千
貫
保
存
会

☎
６
４
１
・
４
５
３
３

く
ち
な
し
収
穫
祭

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

大
井
川
流
域
地
そ
ば
フ
ェ
ア

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

か
し
ば
や
大
掃
除
と
餅
つ
き

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

▼
と
き
／
１
月
14
日
㈯
午
前
９
時
〜 

正
午（
雨
天
決
行
）　

▼
と
こ
ろ
／
水 

上
公
民
館　

▼
定
員
／
50
人
（
申
込 

順
）　

▼
参
加
料
／
３
０
０
円　

▼
持 

ち
物
／
容
器
、
盆
、
手
拭
き
、
水
筒

▼
申
し
込
み
／
12
月
20
日
㈫
か
ら
、

電
話
で
環
境
政
策
課
へ

内
線
４
１
７

▼
と
き
／
1
月
21
日
㈯
・
29
日
㈰ 

午
後
２
時
〜
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
市

民
会
館　

▼
定
員
／
20
人　

▼
参
加

料
／
５
千
円
（
全
２
回
）　

▼
申
し

込
み
／
市
民
会
館
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加

料
を
添
え
て
直
接
、
市
民
会
館
へ

☎
６
４
３
・
３
９
３
１

ビ
オ
田
ん
ぼ
餅
つ
き
体
験

日本語講座　とき／１月７日～３月24日（毎週土曜日・全
12回）午後７時～８時30分　　ところ／文化センター
受講料／無料　※申込不要　問男女共同参画課　内線292

Período:７/Janeiro 2012a 
24/Marco 2012 

              (aos sábados, 12 
aulas)

Horário:das 19:00 as 20:30 
horas

Local:Fujieda-shi Bunka 
Center, 3 andar, sala 
1･3･4

Preço da aula:Grátis
※Ir diretamente ao local no 

dia da aula.

Aulas de Japonês
Para Principiantes

Term:January ７, 2012 
to March 24, 2012 
(Saturdays, 12 times)

Time:7:00 p.m. to 8:30 p.m.
Place:Fujieda-shi Bunka 

Center, 3F, Room 
1･3･4

Fee:Free
※Reservation is not required. 

Please come to Bunka 
Center at the appointed 
time.

Japanese Language Class
for beginners

WHAT'S NEW? 建物に変更はありませんか
問課税課　内線644

　平成23年中に新築・増築・取り壊しなどを行った場
合（予定も含む）は、ご連絡ください。建物への固定
資産税を正しく課税するための調査を行います。店舗
から居宅などに用途変更を行った場合も、同様にご連
絡ください。

課税対象となる建物
①耐久性のある屋根と、３面以上の壁で囲まれている
②基礎工事がされていて土地に定着している
③目的に合った利用空間が確保されている
※市販の簡易な建物でも、コンクリートブロックなど
による基礎工事を行い、固
定されたものは、課税の対
象になります。右の写真の
ような場合。
※市職員がすでに調査を行っ
た建物については、連絡す
る必要はありません。

藤枝市地域福祉計画パブリックコメント
問社会福祉課　内線658

　市では、地域に住むすべての人たちが幸せに生活す
るため、藤枝市地域福祉計画案を策定しました。この
計画案へのパブリックコメントを募集します。
対象／市内に住んでいるか、通勤している人。市への
納税義務がある人。事案に利害関係を有する人
意見募集期間／12月21日㈬～１月20日㈮（必着）
公表方法／社会福祉課・行政情報コーナー・岡部支所、
文化センター、各市立公民館、市ホームページ
意見提出方法／意見書に住所・氏名・電話番号と計画
に対する意見を記入し、直接または郵送・ファクス・
Eメールで社会福祉課へ
宛先：〒426‒8722市内岡出山1‒11‒1
644･2941
fukusi@city.fujieda.shizuoka.jp

※電子申請でも意見を提出できます。
※匿名や電話での意見は受け付けません。
※意見に対する考え方は、市ホームページなどで公表
しますが、個別には回答しません。

水道管の冬じたく
問上水道工務課　☎646･4112

　気温が０度以下になると、屋外にある防寒の不完全な
水道管は凍結・破裂の恐れがあります。
★破裂を未然に防ぐためには…
・水道管に毛布や布などの保温材を
巻く。蛇口付近は特に破裂しやす
いので完全に包んでください。
・保温材が濡れないように、上から
ビニールなどを巻いてください。

・メーターボックスの中にも、ビニー
ル袋で包んだ布きれなどを入れて
ください。

★凍ってしまい水が出ないときは…
水道管にタオルをかけ、その上からゆっくりとぬるま
湯をかけて溶かしてください。
★水道管が破裂してしまったときは…
止水栓を閉め、市水道指定工事店に修理を依頼してく
ださい。

村
越
化
石
俳
句
講
座

俳
句
界
の
巨
星
で
本
市
出
身
の
村
越

化
石
さ
ん
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
内
容
／
１
月
22
日
㈰
・
魂

の
俳
人
と
呼
ば
れ
る
ま
で
、
２
月
19 

日
㈰
・
句
集
『
八や

十そ

路じ

』・『
団う

ち
わ扇
』
を 

読
む　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
３
時

30
分　

▼
と
こ
ろ
／
文
学
館　

▼
講 

師
／
関
森
勝
夫
さ
ん
（
俳
誌
『
蜻せ

い

蛉れ
い

』 

主
宰
）　

▼
定
員
／
45
人　

▼
受
講

料
／
５
０
０
円
（
全
２
回
）　

▼
申

し
込
み
／
電
話
で
郷
土
博
物
館
へ

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

市
民
無
料
法
律
講
演
会

▼
と
き
／
12
月
21
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
青

島
北
公
民
館　

▼
内
容
／
夫
婦
・
親

子
・
相
続
な
ど
の
親
族
間
の
法
律
問

題
に
つ
い
て　

▼
講
師
／
中
野
江
里

香
さ
ん
（
弁
護
士
）　

▼
定
員
／
70

人　

※
直
接
会
場
へ

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

内
線
６
７
２
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催　　し催　　し催　　し

募　　集募　　集募　　集

12月５
日号

VOICE
市民の

声

市民のみなさんからの声をお待ちし
ています。広報ふじえだの感想や藤
枝市への思い、地域の話題などをお
寄せください。

〒426-8722
　市内岡出山1-11-1
　市役所広報課宛
info@city.fujieda.shizuoka.jp

総合運動公園のメタセコイア並木

市
と
、
常
設
し
て
い
る
市
に
分
か

れ
ま
す
。
常
設
し
て
い
る
ト
イ
レ

で
は
、
ど
こ
も
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
盗
難
が
日
常
的
に
発
生
。

ま
た
、
ス
ト
ッ
ク
し
て
あ
る
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
便
器
に
投
げ

込
み
故
障
さ
せ
る
な
ど
と
い
っ
た

悪
質
な
い
た
ず
ら
が
後
を
絶
た
な

い
そ
う
で
す
。
市
内
の
大
型
ス
ー

パ
ー
に
も
確
認
し
ま
し
た
が
、
店

外
型
ト
イ
レ
で
は
、
盗
難
防
止
ホ

ル
ダ
ー
で
盗
難
自
体
は
防
げ
て
も
、

ペ
ー
パ
ー
が
引
き
だ
さ
れ
、
ト
イ

レ
に
投
げ
散
ら
す
な
ど
の
被
害
が

頻
発
し
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

幸
い
本
市
で
は
、
藤
枝
駅
の
ト

イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を

常
設
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
大

き
な
被
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

ご
提
案
は
、
ご
も
っ
と
も
で
す

が
、
今
の
状
況
で
は
、
駅
の
ト
イ

レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
設

置
す
る
の
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

担
当
・
建
設
管
理
課

は
ま
ち
の
玄
関
で
す
。
Ｊ
Ｒ

藤
枝
駅
の
ト
イ
レ
に
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
が

な
い
こ
と
は
、
少
し
恥
ず
か
し
い

気
が
し
ま
す
。
ト
イ
レ
の
入
り
口

の
販
売
機
で
販
売
し
て
い
ま
す

が
、
私
に
は
高
価
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
購
入
し
な
い
で
、
手
持
ち
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
使
う
人

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
な
れ
ば
ト
イ
レ
の
詰
ま
り
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

以
前
、
こ
の
こ
と
を
市
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
盗
難
や
、
い

た
ず
ら
が
発
生
す
る
た
め
に
設
置

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
聞
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
大
型
の
商
業

施
設
な
ど
に
は
盗
難
を
防
止
す
る

ホ
ル
ダ
ー
が
取
り
付
け
て
あ
り
ま

す
。
市
で
も
、
そ
の
よ
う
な
ホ
ル

ダ
ー
を
導
入
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
、
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
　

一
市
民

　

今
回
お
手
紙
を
い
た
だ
き
、
改

め
て
、
近
隣
市
の
Ｊ
Ｒ
の
駅
の
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。
近
隣
市
の

駅
の
公
衆
ト
イ
レ
は
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
を
常
設
し
て
い
な
い

10
月
27
日
、
刺
身
３
千
食
分
に

当
た
る
マ
グ
ロ
や
カ
ツ
オ
を
保
冷

車
に
積
み
込
み
、
被
災
地
の
子
ど

も
た
ち
や
、
み
な
さ
ん
の
喜
ぶ
顔

を
想
像
し
な
が
ら
、
仲
間
８
人
と

一
路
、
福
島
・
宮
城
県
へ
。
私
自

身
、
２
度
目
の
刺
身
提
供
訪
問
。

ま
ず
、
刺
身
を
振
る
舞
っ
た
の

は
宮
城
県
気
仙
沼
市
大
島
町
。
小

学
校
の
校
庭
で
開
か
れ
た
大
島
復

興
フ
ェ
ス
タ
の
会
場
で
、
刺
身
を

無
料
提
供
。
用
意
し
た
６
０
０
食

分
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な

り
ま
し
た
。
大
島
町
は
、
東
日
本

大
震
災
の
津
波
火
災
で
島
全
体
が

焼
失
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
ま
ち
。

島
が
全
滅
に
な
る
危
機
を
島
民
全

員
の
絆
で
守
り
抜
い
た
と
の
こ
と
。

近
ご
ろ
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
絆
の
重

要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
会
場
で
、

こ
の
島
に
嫁
い
だ
と
言
う
藤
枝
市

与
左
衛
門
出
身
の
若
い
奥
さ
ん
に

出
会
え
た
の
に
も
、
縁え

に
し

を
感
じ
ま

し
た
。
満
潮
に
な
る
と
、
い
ま
だ

に
海
水
に
漬
か
っ
て
し
ま
う
港
に

復
興
の
大
変
さ
を
見
ま
し
た
。

30
日
に
は
、
早
朝
か
ら
大
勢
の

み
な
さ
ん
が
待
つ
福
島
県
相
馬
市

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
催
の
朝
市
に
。
港
に

は
、
放
射
能
汚
染
の
た
め
出
港
で

き
な
い
１
０
０
隻
以
上
の
船
が
寂

し
げ
に
並
ん
で
い
ま
し
た
。
漁
に

出
ら
れ
な
い
漁
師
の
み
な
さ
ん
は
、

が
れ
き
撤
去
作
業
な
ど
の
ア
ル
バ

イ
ト
に
従
事
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
こ
こ
で
も
、
用
意
し

た
マ
グ
ロ
や
カ
ツ
オ
の
刺
身
は
瞬

く
間
に
み
な
さ
ん
の
胃
袋
の
中
に
。

そ
の
笑
顔
を
見
て
、
藤
枝
市
民
の

心
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
、

感
動
で
胸
が
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
も
多
く
の
み
な
さ

ん
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
で
き
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
に
心
よ
り
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

永
戸　

潮う
し
お

（
元
船
長
・
藤
岡
三
）

地
域
の
話
題

Ｊ
Ｒ
藤
枝
駅
の
ト
イ
レ

市
長
へ
の
手
紙

駅

被
災
地
に
刺
身
を
無
料
提
供

▲刺身の無料配布に集まった福島県相馬市の人たち

藤の里大朝市

高草山の植物講演会
㈱明治 工場ファミリー見学会

体験講座　ニイハオ中国！

うたごえ喫茶

野村生涯教育読書会

クリスマスダンスパーティー

生バンド演奏で踊りませんか。

▼ とき／１月９日㈷午後２時～４時
30分　 ▼ ところ／生涯学習センター

▼参加料／1500円（前売券1200円）

▼持ち物／ダンスシューズ　※直接会
場へ。会員も募集しています。
問藤枝社交ダンス愛好会（杉山宅）

☎636･0522

▼とき／12月24日㈯午後１時～５時	

▼ ところ／焼津市総合体育館（シー
ガルドーム）　 ▼ 内容／県内の高校生
が、書道パフォーマンスを合同で披露	

▼入場料／無料　※直接会場へ
問焼津高等学校	 ☎628･7235

高草山に咲く花々のうち、春の花を中
心に紹介します。

▼とき／12月17日㈯午後７時～９時

▼ところ／岡部三輪公民館　 ▼講師／ 
鈴木神

しん

弌
いち

さん（静岡大学客員教授）　 ▼参 
加料／無料　※直接会場へ
問三輪里山づくりの会（大畑宅）
	 ☎667･0529

▼とき／１月10日㈫～13日㈮午前９	
時～、午前11時～、午後２時～　 ▼と 
ころ／㈱明治東海工場　 ▼定員／各
70人（申込順）　 ▼ 申し込み／12月
23日㈷（必着）までに、ハガキに住
所・氏名・電話番号・希望日・希望時
間・見学人数（大人・子ども）を記入し、
〒426–0033市内小石川町4–22–1
㈱明治東海工場へ	 ☎641･0900
※該当者には案内状を送付します。

▼とき／12月17日㈯午後１時30分～	
４時　 ▼ところ／サンライフ藤枝　※直
接会場へ
問行政書士会志太支部（萩山宅）

☎643･6272

初心者歓迎。中国語の発音から指導し
ます。

▼対象／市内に住んでいるか、通勤・
通学している人　 ▼とき／12月17日	
㈯午後２時～４時　 ▼ところ／文化セ
ンター　 ▼内容／中国語の発音ポイン
ト、自己紹介の仕方、中国語学習の
悩み相談　 ▼定員／20人（申込順）	

▼受講料／無料　 ▼申し込み／電話で
NPO法人静岡アジア言語センター（橘

きっ

田
た

宛）へ	 ☎251･5055

クラシックからポピュラーまでを歌う
女性コーラスによるコンサートです。

▼とき／12月23日㈷午後１時30分～	
３時　 ▼ ところ／市民会館　 ▼ 入場 
料／500円（中学生以下無料）　※直
接会場へ
問岩下宅	 ☎620･5666

▼
今
号
の
特
集
「
も
う
ひ
と
つ
の

サ
ッ
カ
ー
物
語
」。
女
子
サ
ッ
カ
ー

に
関
わ
る
藤
枝
人
に
話
を
伺
い
ま
し

た
。
女
子
サ
ッ
カ
ー
を
こ
れ
ま
で
支

え
て
く
れ
た
人
、
こ
れ
か
ら
支
え
て

く
れ
る
人
、
多
く
の
人
た
ち
に
出
会

い
ま
し
た
。
特
に
印
象
深
か
っ
た
の

が
、
現
在
は
御
殿
場
に
拠
点
を
置
く

Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
に
所
属
す

る
川
島
は
る
な
さ
ん
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

上
で
の
存
在
感
は
大
き
く
、
郷
土
の

「
誇
り
」
を
感
じ
ま
し
た
。
夢
は
「
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
で
の
活
躍
」
と
の

こ
と
。
ぜ
ひ
、
近
い
将
来
、
夢
を
叶

え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

広
報
委
員

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

▼
11
月
26
日
は
「
ボ
ン
マ
ル
シ
ェ 

フ 

ジ
エ
ダ
＆
藤
枝
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ズ
１

０
５
」
の
取
材
で
Ｊ
Ｒ
藤
枝
駅
南
口

に
。
日
な
た
は
暖
か
で
し
た
が
、
風

は
冷
た
く
、
晩
秋
ら
し
い
気
候
。
そ

ん
な
寒
さ
も
集
ま
っ
た
人
た
ち
の
熱 

気
で
吹
き
飛
ぶ
よ
う
で
し
た
。
出
店 

者
の
自
慢
の
商
品
が
並
ぶ
テ
ン
ト
、

流
れ
る
ジ
ャ
ス
。
駅
前
の
活
気
が
藤

枝
の
街
全
体
を
元
気
に
し
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
今
年
の

駅
周
辺
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、

太
陽
光
発
電
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
。
20
万
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
球
が
昨
年
以
上
に
夜
の
藤
枝
を
華

や
か
に
彩
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。　

Ⓢ

編

集
後
記

▼ とき／12月12日㈪、１月24日㈫、	
２月22日㈬、３月13日㈫午前10時～	
午後３時　 ▼ ところ／文化センター	

社交ダンスを楽しみませんか。

▼とき／12月11日㈰午後６時20分～	
９時　 ▼ ところ／生涯学習センター

▼参加料／千円　 ▼ 持ち物／ダンス
シューズ　※直接会場へ
問シャルウィダンスの会（小関宅）
	 ☎636･3581

ま
ち
か
ど
フ
ァ
イ
ル

相続・遺産分割協議書作成に関する
無料相談

藤枝フラウエンコール
チャリティーコンサート

静岡県高等学校
書道パフォーマンス合同発表会

新春社交ダンスパーティ

▼とき／12月25日㈰午後１時30分～	
（午後１時開場）　 ▼ところ／青島北公
民館　 ▼ 定員／140人　 ▼参加料／ 
700円（飲み物代など）　 ▼申し込み／	
12月17日㈯～21日㈬に、電話でコー
ラス楽

らっ

歌
か

声
せい

（志村宅）へ
☎643･9051

▼内容／テキスト「命の絆をつなぐ教
育」を使っての読書会　 ▼参加料／
１回500円　※直接会場へ。幼児は、
幼児教育部があります。
問㈶野村生涯教育センター静岡支部
	 ☎257･9111

あなたもイラストレーター

朝採り新鮮野菜や手作り農産加工品・
お正月用品・お茶などを販売。

▼とき／ 12月28日㈬午前９時～10時	
30分　 ▼ ところ／生涯学習センター
※直接会場へ
問藤の里朝市グループ連絡会(石橋宅）
	 ☎643･4888

投
稿
者

松
浦 

宏
弥
さ
ん
（
西
益
津
小
６
年
）



月 日

参
加
者
募
集

問ふじえだマラソン実行委員会（スポーツ振興課内）　☎643･3111　内線773

受付場所／藤の瀬会館前広場
スタート時間／ハーフ：午前8時55分　３㎞（ジョギング）：午前9時
　　　　　　　10㎞：午前9時15分　5㎞：午前9時25分
参加料／一般：3千円　高校生：2千円　小・中学生：1,500円
　　　　ジョギング（小学生～一般）：1,500円
申し込み／
　インターネットの場合…１月31日㈫まで　　 hhttp://www.sportsentry.ne.jp/
　郵便振替の場合…１月24日㈫までに、所定の郵便振替払込書に必要事項を記入し、参加料を添え
　て、各郵便局へ
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
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